
１　子ども参加

１－１子どもの権利の尊重

１－１－１子どもの権利
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

0701
１
重-1

子どもの権利に関する条例の策定

子どもの視点に立ち、子ども一人ひとりの最善の
生き方を地域で実現することの基本となる「子ども
の権利に関する条例」を策定する。
子どもの権利に関する条例策定委員会と引き続き
連携しながら、条例策定に向けて市民の関心を高
めるための広報活動をすすめていく。

継続
子育て支援
課

休止

子どもの権利に関する条例策定
について、平成20年１月から調
査・検討を重ねてきた。その間
様々な意見をいただいたことによ
り、平成23年度から委員会の活
動を休止した。

0701
子育て支援
課

実施 ホームページ等による広報

1503 教育指導課 継続

・東京都教育委員会が全教職員
を対象に配布している「人権教育
プログラム」の「児童の権利に関
する条約（抜粋）」を活用し、市教
委主催の教員を対象とした研修
を行い、人権教育の指導方法の
理解を深めた。

0403 文化振興課

0404
協働コミュ
ニティ課

継続

「人権の花」「人権メッセージ」「人
権作文」など小中学生を対象とし
た人権啓発活動の実施（人権擁
護委員との共催）

1503 教育指導課 実施

・市立学校において人権教育の
全体計画及び年間指導計画に
基づき、全教育活動を通して人
権教育を実施する。特に、総合
的な学習の時間などで障害者理
解の学習を行った。
・人権教育推進委員会に各学校
の担当者の出席を求め研修を実
施し、その成果を各学校で周知
した。

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

2

子どもの権利擁護のための啓発と広報の充実

市報やホームページ等を通じて､子どもの権利擁
護についての啓発を行う。
子どもが参加できる機会や時期をとらえ、子どもの
権利について理解を深めるために、児童の権利に
関する条約（子どもの権利条約）及び子どもの権
利に関する条例の啓発活動を充実する。同時に、
子どもの権利について、職員・教員や市民への研
修会の開催、情報提供及び広報活動に努める。

継続

人としての権利を尊重する教育の推進

外国人や障害者・高齢者など、お互いの違いを認
め合う意識を育む教育の推進と、すべての教育活
動を通じた人権・障害者理解の取り組みを地域や
学校で推進する。
関係部署の連携を強化し、各学校に中核となる教
員を育成する研修実施等を推進していく。

(再掲)4-3

3 継続



１　子ども参加

１－１子どもの権利の尊重

１－１－2子どもの生活支援
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

0703
１
重-3

児童館の再編成と機能の充実

施設の建替えや改修を計画的にすすめる。
児童館を、乳幼児・障害児・中高生等の多様な
ニーズに応えていくため、地域や役割ごとに機能
を特化・充実させ、夜間や休日にも利用できるな
ど、魅力ある児童館へ再編成していく。
同時に、運営方法についても子ども参加を推進し
たり、民間活力を導入する。子ども自身からの相談
を受け止める児童館としての特性を十分に活か
し、相談事業をより一層推進していく。

(再掲)1-2-2、4-1-1、4-4

継続
児童青少年
課

実施

平成24年度以降に作成予定の
児童館再編成構想（公共施設適
正配置計画も考慮）に向けて、児
童館職員にヒアリングを実施する
ための準備を行った。

0703
２
重-6

青少年センター機能の整備

児童館の再編成の中で、中高生や青少年の居場
所施設としての青少年センター機能を付加した特
化型児童館を整備していく。
青少年自身の企画・運営への参加を検討するとと
もに、青少年の学校外活動の情報収集、情報提
供、子どもに関する相談活動等を行い、インター
ネット等を利用して活動の情報を提供する

継続
児童青少年
課

実施

中高生年代の利用者とのコミュニ
ケーションや利用者アンケート等
を通して、ニーズの把握に努め
た。

0704
子ども家庭
支援セン
ター

実施

・基幹型保育園と連携し、子育て
情報の提供を行った。
・子育て広場で父親に対する支
援事業を12回実施した。

0702 保育課 実施

新たに基幹型保育園が建替えに
より子育て広場を開設したため、
更に、グループ交流、子育て講
座の場が拡大し、地域の子育て
家庭の支援の輪が広がった。

0703
児童青少年
課

継続

児童館における各種イベントや、
学童クラブにおける父母会共催
行事の際の父親への協力要請と
参画の積極的な呼びかけを引き
続き図った。

0605 健康課 継続

・ファミリー学級　1コース2日間
　（ﾏﾀﾆﾃｨｰｸｯｷﾝｸﾞ含む）
　 16回開催　延べ参加者数
1,175人
・育児相談　12回開催　988人
・子育て講座（歯科編・栄養編）
　　24回開催　113組参加
・1歳児お誕生相談会
　　24回開催　参加者数1,293人
・2歳児すくすく相談会
　　24回開催　参加者数1,068人
・ほっとサロン
　　12回開催　113組参加
・離乳食講習会
　　12回開催　228人参加
・ぱくぱく相談
　　24回開催　延べ177人参加
・若年ママクラス
　　12回開催　延べ参加組数
104組

1603 公民館 継続

親子が触れ合う機会を提供する
講座14講座を延べ26回実施し
た。
「お父さんと肉まんを作ろう」を実
施し、父と子16人が参加した。
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3

家庭教育支援事業の推進

親自身が親役割を理解し、主体的に家庭教育に
取り組んでいく力をつけていけるよう、学校・保育
園・幼稚園・児童館・学童クラブ・公民館等が連携
し、家庭教育支援事業に取り組む。
また、家庭の教育力を高める方策の一つとして、
家族それぞれが多様な形で参画可能な事業展開
を推進する。

(再掲)3-2-2(1)

継続



１　子ども参加

１－１子どもの権利の尊重

１－１－3子どもの救済
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

0701
１
重-1

オンブズパーソン制度（いじめなどからの子ども救
済システム）の具体的検討

いじめや不登校など、何らかの問題に遭遇した子
どもたちからの相談が身近な場所でいつでも安心
してできるよう相談体制を充実させる。
子どもの権利侵害に対して相談を受け、権利侵害
があった場合に実態の調査・勧告・提言の権限を
持って子どもに寄り添った対応をするため、子ども
自身が相談できる子どもオンブズパーソンを具体
的に検討する。

継続
子育て支援
課

継続 調査検討

0704
2
重-
11

要保護児童対策地域協議会の活用

要保護児童対策地域協議会の一環としての「実務
者会議」を充実させ、ブロックごとに要保護児童等
への支援が提供できるしくみを整備していく。
虐待される子どもの救済に迅速・有効に行動でき
るよう、関係機関のネットワークを強化していく。

継続
子ども家庭
支援セン
ター

継続

実務者会議を充実させるため基
幹型保育園地域子育て支援セン
ターの構想とリンクした形で、各
ブロック２回ずつ計１０回の実務
者会議を実施し、ケース検討会
議62回を実施した。

0704 3

虐待・虐待再発防止のための学習機会の検討

虐待や虐待の再発を防止するため、親を対象とし
た学習の機会等を充実させる。

継続
子ども家庭
支援セン
ター

充実

・多様化する保護者への対応や
児童虐待問題に対応するため、
子ども家庭支援センター職員3名
が児童福祉司任用資格認定講
習会に出席した。
・児童虐待防止月間中に、市民
まつり参加者を対象に虐待防止
普及活動を実施した。

0704 4

里親制度（養育家庭）の推進

その役割や拡充が一層求められる傾向にある養
育家庭・里親制度について広報・啓発をさらにす
すめるため、関係部署との連携協力に努める。

継続
子ども家庭
支援セン
ター

継続

・養育家庭体験発表会を開催
し、参加者は1９名であった。
・東京都作成の啓発ポスターを
関係機関に配布した。発表会を
市広報に掲載することにより、制
度の啓発を行った。

1505 5

スクールカウンセラー派遣の充実と連携の強化

中学校には、東京都のスクールカウンセラーが配
置されているが、同様に小学校にも配置されるよう
東京都に要請していく。また、小学校に派遣して
いる心理カウンセラーとの連携を強化し連絡会を
開催するなど、いじめや不登校等の問題に対応す
る体制づくりを一層推進する。

(再掲)4-3

継続 教育支援課 継続

新たに小学校４校への都スクー
ルカウンセラー配置を実現した。
まだ配置されていない小学校13
校には、継続して教育相談セン
ターの心理カウンセラーを派遣
し、児童・保護者・教員等の相談
に応じた。都スクールカウンセ
ラーとの連携を強化するために、
教育相談センターとの定期的な
連絡会に加えて、必要に応じて
教育相談センターと情報交換や
相談を行った。

0703 6

地域アドバイザーの活動支援と連携の強化

小学校や児童館などで活動している心の東京革
命推進協議会地域アドバイザーとの連携を強化
し、活動の支援を推進する。

継続
児童青少年
課

継続

児童館が行う子育ひろば事業の
一貫として｢のびのび親子｣と題し
た子育て支援事業を実施するな
かで最終回において｢心の東京
塾｣を実施した。ぽしあーも（早期
からのしつけ後押し事業）

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票



１　子ども参加

１－１子どもの権利の尊重

１－１－3子どもの救済
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

1505 7

スキップ教室（適応指導教室）の充実

いじめや情緒的混乱、学業不振等により不登校に
なっている子どものためのスキップ教室（適応指導
教室）を充実し、学習支援や学校生活復帰への援
助を在籍学校と連携して行う。入室児童・生徒数
の増加に対応するため、教員・教室の整備等を長
期的展望に基づいて推進する。

継続 教育支援課 継続

入室時ガイダンスや相談を丁寧
に行い、一人ひとりの通室目標
や指導計画を明確にして指導し
た。在籍校との情報交換を密に
行い、連携を図った。教室内での
ケース会議で理解を深め、児童・
生徒への個別の教科指導・生活
指導及びカウンセリング機能の
充実を図った。主任会議や入室
検討会議を教育相談センターと
連携して行い、指導の充実を
図った。

0704
子ども家庭
支援セン
ター

継続

・小学５年生、中学２年生にのど
か携帯用カードを約2,960部、小
学４年生から中学３年生までに
リーフレットを約8,750部配布し
た。
・市ホームページのキッズページ
に子ども家庭支援センターの案
内を継続して掲載した。
・市民まつりで、のどかのパンフ
レットを配布し、相談先について
のPR活動を行った。

1999
関係各課

0701
子育て支援
課

継続 検討

1999 関係各課

子ども自身が身を守るための学習プログラムの推
進

子どもが犯罪の被害者にならないように、子ども自
身が暴力から自分の身を守ることを学習するプロ
グラムの実施を推進する。

9

子ども自身からの相談に対応できる相談システム
の検討

子どものための相談窓口について子どもからの認
知度があがるように広報活動を強化する。子どもが
相談しやすい方法を探るため、電話・インターネッ
トで相談できる体制を検討する。

8

継続

継続



１　子どもの参加

１－2子ども自身の参画への支援

１-2-1子どもを支える地域のシステム
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

0703
児童青少年
課

継続

児童館行事の一つの「中高生年
代プロジェクト」等において、子ど
も主体の実行委員会を組織し主
体的な発想の運営を引き続き実
施した。　ミュージック・パーティ・
イン西東京などへ継続的に支援
した。

1603 公民館 継続

・継続的に活動する高校生以上
の団体には、講座室の利用を認
めている。
・保谷駅前公民館の音楽練習室
は、若者の利用が定着している。
・青少年対象の公民館主催講座
から、自主サークル2団体が誕生
し、活動を継続している。

0403 文化振興課 実施

東伏見コミュニティセンターにて
実施する「コミセンまつり」では、
児童青少年も企画・運営に携
わって利用者交流イベントを実
施している。
11月19日、20日実施
600名参加

0802
みどり公園
課

検討 検討

0701
子育て支援
課

検討 検討

1999 関係各課

0703
2
重-3

児童館の親子で参加できる行事や企画の充実

児童館事業として、親子で参加できる行事や企画
を今後も継続し、充実する。

継続
児童青少年
課

継続
ひろば事業や幼児親子対象の
サークル活動、父親と参加するイ
ベントなどを開催した。

0703
児童青少年
課

継続

下保谷児童センター及びひばり
が丘児童センターにおいては、
施設運営や行事企画に中高生
の意見や声を反映させていく中
高生委員会等を設けた。
また、行事後の反省会を実施す
るなど、事業の改善提案の場を
設けた。

1604 図書館 実施 図書館の事業評価を実施した。

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

継続
3
重-2

子ども調査の推進

子どもたちがいつも使う施設について、利用のし
やすさや事業内容等を定期的に評価し、改善提
案等をしていく子ども調査の継続と意見反映シス
テムを、魅力ある施設づくりのための条件と位置付
けて推進する。

子どもによる子どものための企画づくりと事業運
営の推進

児童館や公民館、地区会館、いこいの森公園な
ど、公共施設の事業企画・運営・利用への子ども
参加や子どもだけで利用できる方法を検討し、子
どもが遊びたくなるような遊び場について具体的に
検討する。指定管理者に管理を委託している施設
については、次期指定管理更新時期等に子ども
のための事業に関する提案を管理者に依頼するこ
とを検討する。
また、子どもの意見を聞く場として、子どもへのヒア
リング、意見発表会、子ども議会などを具体的に検
討する。

(再掲)1-2-2

1
重-2

継続



１　子どもの参加

１－2子ども自身の参画への支援

１-2-1子どもを支える地域のシステム
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0703
児童青少年
課

継続

青少年育成会による通学路にお
ける「あいさつ運動」や「合同パト
ロール」などへの活動支援を実
施した。危機管理室や市内全小
学校と連携し、不審者情報等の
共有を図った。

1503 教育指導課 継続

・市内全小学校の学校安全連絡
会において、引き続き、地域支援
による安全確保の取組を行った。
・スクールガードリーダーを委嘱
して全校を巡回して指導し、より
安全対策の質を高める取組を
行った。
・安全教育の充実を図り、危険を
予測し回避する能力を身に付け
させる指導を行った。

0411 危機管理室 継続

・下校時間帯における青色防犯
パトロールの実施。
・ＧＷ、全国地域安全運動期間
中における地域合同パトロール
の実施。
・市報、ホームページ、各小学校
に設置している防犯掲示板によ
る広報啓発活動。
・防犯活動団体への補助金交付
及びリーダー連絡会の開催。
・小学校における地域安全マッ
プ作製支援の実施。
・犯罪発生時における防犯活動
団体などへのパトロール強化依
頼の実施。

1999
関係各課
(警察）

0703
児童青少年
課

継続

・育成会及び小学校ＰＴＡが主体
となって行っている「子ども110番
ピーポーくんの家」協力者の更新
と新規協力者の発掘への支援を
行った。
・ピーポくんの家活動の広報活動
を実施

0411 危機管理室 継続

・災害時要援護者登録名簿登録
申請の受付
・公的関係機関等への災害時要
援護者名簿の提供
・災害時要援護者個別支援プラ
ンのモデル地区選定
・救急医療情報キットの配布
(H23.11から)

0703
児童青少年
課

継続

民間の専門事業者（ＮＰＯ）に講
師を依頼し、市内高校・大学、育
成会などに働きかけを行い養成
講座を実施した。講座終了後の
アウトプットの場として、児童館事
業を始め、歩け歩け会や中高生
年代プロジェクトへの参画を実現
させた。

1601 社会教育課 検討
・プレイリーダー育成後の活用に
ついて、児童青少年課と協議し
た。

5
重-
16

プレイリーダーの養成と活用

プレイリーダーの育成事業を実施する。また、小学
校での「遊びの学校」事業や、地域の子どもの遊
び支援グループなどに対する、プレイリーダー（子
どもの遊びや活動の支援者）派遣事業を推進して
いく。また、中学生対象の遊びの事業を充実す
る。

(再掲)1-2-2、3-2-2-(1)､4-4

継続

6
重-3

子どもと子育て家庭の防災防犯安全を確保する
事業の推進

災害が発生した際に子どもと子育て家庭への支援
を実施する体制を整備する。
子どもがふいに襲われたりしたときなどに逃げ込め
る家を公募し、ステッカーなどを貼ってもらい、子ど
もの避難所とする事業（子ども110番ピーポくんの
家）を引き続き推進すると同時に、ピーポくんの家
活動に対する市民の理解を得るための啓発活動
を実施する。
小学校区の地域単位に安全確保のための見守り
活動の組織化を促進し、地域住民と子ども自身に
よる通学路の安全点検活動を推進する。

(再掲)4-4

4
重-
16

防犯対策の充実

市内の公・私立学校関係者による連絡会の設置
や合同パトロール・下校時間における防犯パトロー
ルの実施、民生委員・児童委員、青少年育成会と
の定期的な協議と内容の充実を図る。
また、不審者情報のネットワークづくりをすすめ、
市内の犯罪発生状況に応じた各種情報を発信・
共有するしくみを構築する。
「できる人ができる時に・地域の目を光らせる見守
り活動」を根付かせ、地域の防犯力を向上させるこ
とを通じて子どもへの見守りを強化する。
防犯講演会などの啓発活動を実施して、防犯意
識の高揚を図る。

(再掲)4-4

継続

継続



１　子どもの参加

１－2子ども自身の参画への支援

１-2-1子どもを支える地域のシステム
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0402 7

農業体験の拡充

市内農業者の協力により、イベント等を通じて、土
とふれあいながら農家の人と一緒に作付けや収穫
などを体験できる機会を拡充する。

(再掲)1-2-2 継続 産業振興課 実施

「親子で野菜づくりにチャレンジ」
事業を実施。栽培品目は、①か
ぶ　②ホウレンソウ。
(1)平成23年９月23日
　種まきを実施
(2)平成23年11月５・６・１９・26日
　収穫を実施
参加者は、親子20組46名。市内
産野菜の栽培を知り、子どもたち
が都市農業と触れ合う機会となっ
た。

0703 8

青少年育成会への支援の充実

青少年育成会の活動支援とともに、相互の交流活
動等を支援することで、子ども同士や親も含めた
地域社会との関わりをより広く体験できるようにす
る。

継続
児童青少年
課

継続

・青少年育成会への支援を継続
して実施した。
・青少年育成会連絡会全体会事
業「歩け歩け会」への支援を継続
して実施した。

0701 9

地域の子育て協議会の設置

子育て家庭同士、さらには地域で子育てに関心を
持っている人々をつなぐ「子育てグループの集い」
を開催する等、地域のつながりを深める交流事業
を検討する。

継続
子育て支援
課

実施
子育て情報冊子に子育て関連団
体情報を掲載。



１　子どもの参加

１－2子ども自身の参画への支援

１-2-1子どもを支える地域のシステム
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0404
協働コミュ
ニティ課

継続

・NPO等企画提案事業を通して、
子育て分野で活動しているNPO
等市民活動団体の活動を支援
する。
・子育て分野で活動しているNPO
等市民活動団体や自分が望む
子育て環境を自らの手でつくり出
そうとする市民が市民活動に参
加しやすい環境の充実を図るた
め、市民協働推進センターを運
営する。
・子育て分野で活動しているNPO
等市民活動団体や自分が望む
子育て環境を自らの手でつくり出
そうとする市民の情報環境を整
備するために、地域活動情報ス
テーション（市民活動支援ホーム
ページ）を活用した。

0702 保育課 実施

基幹型保育園に設置された地域
子育て支援センターにおける子
育て家庭や親子グループの交流
の場の提供。また、保健師や栄
養士のコメントを載せた情報誌を
発行した。

0704
子ども家庭
支援セン
ター

継続

・2ヶ所の広場で気軽に集える親
子の交流の場を提供した。
・父親支援事業を12回行い、延
276人が参加した。
・子育てグループ活動室の貸出
を行い、延345グループが利用
し、活動した。

0703
児童青少年
課

継続・充
実

市内全児童館において子育て支
援事業を継続的に実施した。ま
た、単設の学童クラブ施設を活
用した乳幼児親子を対象とした
出前児童館事業も継続的に実施
した。
市民と共催で地域での子育てを
テーマにした「こそだてフェスタ」
を実施し、子育てサークル・団体
の紹介とサークル・団体の横のつ
ながりの場を作り、子育て世代へ
の支援を行った。

2002
社会福祉協
議会

実施

地域活動拠点での学生の子育て
グループを支援した。

「歳末たすけあい・地域福祉募
金」の配分金を活用して、子育て
グループに助成金を交付した。
（４団体）

子育てサロン開設講座修了者
(平成23年2月より実施）への支援
を実施した。（５回）

子育てグループの情報をホーム
ページに掲載して情報提供をし
た。

子育てフェスタに協力した。

子育ての仲間づくり、子育てＮＰＯ・グループ等の
支援の充実

市民協働推進センターと地域活動情報ステーショ
ンを核として、「子育てひろば」などから生まれた親
子グループの自主的な活動の支援や、学童クラブ
の午前開放など、場所と情報の提供により、子育
て中の親たちが気軽に集い、打ち合わせ、情報交
換できる場づくりに努める。
子育てサービスの提供機会を増やしその選択肢を
広げるため、子育てＮＰＯや子育てグループ等の
活動環境を充実させる。

(再掲)3-2-1

10 継続



１　子どもの参加

１－2子ども自身の参画への支援

１-2-1子どもを支える地域のシステム
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0402 産業振興課実施

西東京商工会が発行する西東京
市プレミアム商品券について、平
成23年11月20日から平成24年1
月31日を使用期限とする補助事
業を実施した。
また、産業振興マスタープランに
おいては、「市内共通スタンプ
（ICカード）等の調査・研究」とい
うことで、西東京商工会と検討会
を実施し、事例研究などを中心
に行った。

0701
子育て支援
課 検討 調査検討

1601 社会教育課
実施
充実

・人材情報の収集整備を行った
（平成24年3月31日現在68人、
141件登録）
・市民の人材情報の活用を促進
するため、生涯学習人材情報登
録者の自主企画講座一覧（平成
24年3月31日現在25人から35講
座の登録）を作成し、公民館・学
校等関係機関へのＰＲ、周知を
図った。

2002
社会福祉協
議会

実施

都立高校の奉仕活動授業での
講演(保谷）。
小学校での総合的な学習の時間
においての福祉体験授業（１０校
２６プログラム、車椅子体験・アイ
マスク体験・手話体験・点字体
験・視覚障がい者講演・盲導犬
利用者講演）を登録ボランティ
ア・ボランティア団体などと実施。

2003
シルバー人
材センター

実施

小中学生対象各種教室の開催
（継続）
○東伏見教室
　その他教室
　　小学生習字
○西原教室
　学習教室
　　小学生算数・国語
　　中学生英語・数学・国語

小学生対象夏休み無料手芸教
室の開催（継続）

1999 関係各課

0701
13
重-2

ファシリテーターの養成と活用

社会活動への子どもの参加を促進するために、
ファシリテーターの育成事業を検討実施する。ま
た、子どもの意見を取り入れ、参加を促進する場
面へのファシリテーターの活用を検討していく。

新規
子育て支援
課

検討 検討

12

地域の人材発掘・活用の推進

子どもたちの地域での育ちを豊かなものにするた
め、さまざまな立場の市民が自分の経験や知識を
生かして子どもたちに技や学びを伝えられるよう、
地域人材の情報提供や、人材が活躍できる機会
づくりを促進する。
人材発掘と人材活用事業の推進を並行して実施
し、都立高校との連携や小中学校対象の各種教
室の開催等を引き続き実施する。

(再掲)3-2-1、4-3

継続

11

地域通貨の活用の検討

子どもたちが地域でのボランティア活動などを通じ
て社会参加できるしくみとして、地域通貨の活用を
「産業振興マスタープラン」の策定内容と連携して
検討する。

新規



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

0403 文化振興課 実施

指定管理者５館（南町、緑町、芝
久保、東伏見コミセン・ふれあい）
において、子どもが利用しやすい
ようにロビーや会議室を一部開
放している。特に、東伏見コミュ
ニティセンターでは、集会室や調
理室を子どもに貸出 し,音楽やダ
ンスの練習、調理をする場所とし
て定着している。

0703
児童青少年
課

継続

児童館行事の一つの「こどもまつ
り」等において、こども主体の実
行委員会を組織し主体的な発想
での運営を実施した。また、特化
型児童館については、中高生委
員会等で施設運営や行事企画
に中高生の意見や声を聞き、反
映させた。
また、行事後の反省会を実施す
るなど、事業の改善提案の場を
設け児童館利用を促進した。

1603 公民館 検討

継続的な利用を行う高校生以上
の団体には、講座室の利用を認
めている。また、学級活動などの
利用については、単年度での団
体登録も可能としている。利用
は、無料

0101 企画政策課 検討

・子どもたちを含めた幅広い世代
のニーズを考慮しながら具体的
な検討を進め、施設分野ごとの
見直しの方向性や取組スケ
ジュール等を整理した「公共施設
の適正配置に関する基本計画」
を策定した。また、この基本計画
を受けて、具体的な３ヵ年の取組
みを示した「公共施設の適正配
置等を推進するための実行計
画」を策定した。

1999
関係各課

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

子どもの公共施設利用促進の方法の検討

公共施設や事業の企画・運営・利用への子どもの
参加や、年齢に応じた子どもだけでの利用を進め
る。
また、利用料の減免、利用申込資格など、子ども
が利用しやすい運営を検討する。

1
重-2

継続



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0703
児童青少年
課

継続

児童館行事の一つの「中高生年
代プロジェクト」等において、子ど
も主体の実行委員会を組織し主
体的な発想の運営を引き続き実
施した。　ミュージック・パーティ・
イン西東京などへ継続的に支援
した。

1603 公民館 継続

・継続的に活動する高校生以上
の団体には、講座室の利用を認
めている。
・若者による保谷駅前公民館の
音楽室練習室の利用が定着して
いる。
・青少年対象の公民館主催講座
から、自主サークル2団体が誕生
し、活動を継続している。

0403 文化振興課 実施

東伏見コミュニティセンターにて
実施する「コミセンまつり」では、
児童青少年も企画・運営に携
わって利用者交流イベントを実
施している。
11月19日、20日実施
600名参加

0802
みどり公園
課

検討 検討

0701
子育て支援
課

検討 検討

1999 関係各課

0802
みどり公園
課

検討 検討

0701
子育て支援
課

検討 検討

0703
児童青少年
課

継続

児童館行事の一つの「こどもまつ
り」等において、こども主体の実
行委員会を組織し主体的な発想
での運営を実施した。
また、高校生年代のスタッフが中
心となって企画・運営する「中高
生年代プロジェクト」を実施した。

1603 公民館 継続

・継続的に活動する高校生以上
の団体には、講座室の利用を認
めている。
・若者による保谷駅前公民館の
音楽室練習室の利用が定着して
いる。
・青少年対象の公民館主催講座
から、自主サークル2団体が誕生
し、主体的に活動を継続してい
る。

子ども参画による生涯学習事業の推進

子どもが対象となる生涯学習事業については、児
童館や公民館等と連携し、企画・運営への子ども
自身の参画の推進を図る。

子ども参加型ですすめる遊び場づくりの推進

公園等の遊び場の設置・改善を子どもが企画等を
中心に行う子ども参加型ですすめ、子どもが遊び
たくなるような遊び場について具体的に検討する。

新規

継続

継続

子どもによる子どものための企画づくりと事業運
営の推進（再掲）

児童館や公民館、地区会館、いこいの森公園な
ど、公共施設の事業企画・運営・利用への子ども
参加や子どもだけで利用できる方法を検討し、子
どもが遊びたくなるような遊び場について具体的に
検討する。指定管理者に管理を委託している施設
については、次期指定管理更新時期等に子ども
のための事業に関する提案を管理者に依頼するこ
とを検討する。
また、子どもの意見を聞く場として、子どもへのヒア
リング、意見発表会、子ども議会などを具体的に検
討する。

(再掲)1-2-1

2
重-2

3
重-2

4
重-2



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0703
5
重-3

児童館の再編成と機能の充実(再掲)

施設の建替えや改修を計画的にすすめる。
児童館を、乳幼児・障害児・中高生等の多様な
ニーズに応えていくため、地域や役割ごとに機能
を特化・充実させ、夜間や休日にも利用できるな
ど、魅力ある児童館へ再編成していく。
同時に、運営方法についても子ども参加を推進し
たり、民間活力を導入する。子ども自身からの相談
を受け止める児童館としての特性を十分に活か
し、相談事業をより一層推進していく。

1-1-2、(再掲)4-1-1、4-4

継続
児童青少年
課

実施

平成24年度以降に作成予定の
児童館再編成構想（公共施設適
正配置計画も考慮）に向けて、児
童館職員にヒアリングを実施する
ための準備を行った。

0703
児童青少年
課

継続
出前児童館の開催や育成会と協
力したデイキャンプなどを継続的
に実施した。

1601
社会教育課

検討

・先進市における放課後子供教
室事業の視察や社会教育委員
の会議における提言内容を整理
し、事業の実施に向けた具体的
な検討を行う。

0703
児童青少年
課

継続

民間の専門事業者（ＮＰＯ）に講
師を依頼し、市内高校・大学、育
成会などに働きかけを行い養成
講座を実施した。講座終了後の
アウトプットの場として、児童館事
業を始め、歩け歩け会や中高生
年代プロジェクトへの参画を実現
させた。

0802
みどり公園
課

検討

子供たちが自然に親しむ場とし
て、下保谷四丁目の屋敷林を特
別緑地保全地区（都市計画施
設）の指定を計画。

0703
児童青少年
課

継続

民間の専門事業者（ＮＰＯ）に講
師を依頼し、市内高校・大学、育
成会などに働きかけを行い養成
講座を実施した。講座終了後の
アウトプットの場として、児童館事
業を始め、歩け歩け会や中高生
年代プロジェクトへの参画を実現
させた。

1601
社会教育課

検討
・プレイリーダー育成後の活用に
ついて、児童青少年課と協議し
た。

0701
子育て支援
課

検討 調査検討

1999 関係各課

継続

「遊びの学校」事業の検討・実施

現行の小学校の校庭開放、地域生涯学習事業、
出前児童館との連携を図りながら、放課後の子ど
もの安全・安心の活動拠点、居場所事業として「遊
びの学校」事業を、国の「放課後子どもプラン」を
視野に入れながら検討・実施する。
実施にあたっては、地域の育成会や関連団体、地
域市民の協力や参加を得ながら小学校施設を活
用し、子どもが安心して集い・遊び・学べる場所と
するためにプレイリーダーを配置していく。

(再掲)3-2-2-(2)､4-4

継続

屋外の遊び場の充実

西東京市の環境における自然遊び場について検
討する。公園の使用にあたっては、子どもの遊び
支援グループなどと協働するとともに、プレイリー
ダーの派遣を推進する。

(再掲)4-4

新規9

中学校の余裕教室を活用した「自習室」事業の検
討

放課後や休日の中学校の教室を活用して自習室
やグループ学習室への開放事業、地域のボラン
ティアと協力した中学生の自主的活動などを検討
する。

8

プレイリーダーの養成と活用（再掲）

プレイリーダーの育成事業を実施する。また、小学
校での「遊びの学校」事業や、地域の子どもの遊
び支援グループなどに対する、プレイリーダー（子
どもの遊びや活動の支援者）派遣事業を推進して
いく。また、中学生対象の遊びの事業を充実す
る。

1-2-1、(再掲)3-2-2-(1)､4-4

継続

6
重-3

7



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

1602 10

屋内の居場所の充実

総合体育館やスポーツセンターの個人開放事業
を推進する。

継続
スポーツ振
興課

実施

スポーツセンター個人開放事業
（バスケットボール・バレーボー
ル・バドミントン・卓球）
総合体育館個人開放事業
（バスケットボール・バドミントン・
卓球）
きらっと個人開放事業
（バスケットボール・ソフトバレー
ボール・バドミントン・卓球・社交
ダンス）
上記の事業は指定管理者が実
施。



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0402 産業振興課 未実施 予算措置なし。

0701
子育て支援
課

検討 調査検討

2002
社会福祉協
議会

実施

地域活動拠点を活用して、武蔵
野大学の学生の協力を得て、親
子の居場所づくりを行った。（街
なかサロンにこにこで実施）

平成22年2月より実施の「子育て
サロン」開設講座が震災の影響
により開催延期となったため、平
成23年度に修了者の支援を、5
回実施した。

0703 12

出前児童館の充実

地域特性を考慮し、出前児童館事業を推進する。
実施に際しては子ども参画を視点に入れ、学童ク
ラブや学校との連携を深めながら内容の充実を図
る。

(再掲)4-1-1

継続
児童青少年
課

継続
伝承遊びや集団遊び等地域特
性に応じた出前児童館を実施し
た。

0403 文化振興課 実施

東伏見コミュニティセンターで
は、音楽を練習できる集会室の
利用の内、約8割が青少年の利
用であった。

0703
児童青少年
課

実施

サマーフェスティバルやウイン
ターフェスティバルの実施により、
市民に、スタジオの存在をＰＲし
た。また、フェスティバルという目
標設定をしたことで、それに向け
ての練習場所としてのスタジオ利
用を増やすことができた。

1999 関係各課

1604 14

図書館の子どもスペースの充実

現在の子どもスペースの拡充、グループで談話し
ながら利用できる場、中高生の参加を得ながら図
書館利用を推進する。 継続 図書館

継続
実施

既存事業の継続的な実施。
中高生世代との共同編集事前説
明会議2回と共同編集会議6回を
実施して、広報誌を3回発行し
た。

1604 15

図書館利用者交流会の検討

カウンターで直接、さらには投書での利用者の意
見や要望の反映にとどまらず、選書や運営につい
て意見を聞く場づくりを検討する。

新規 図書館
一部
実施

講座・講演会・展示会開催時に
行う利用者アンケート及び投書
箱の設置等、の実施。

1604 16

読み聞かせリーダー育成事業の推進

子どもが本に親しみ、読書にいそしむきっかけとな
る「読み聞かせリーダー」の育成に努める。

(再掲)3-2-2-(1)

継続 図書館 実施
フォローアップ講座（２回）を実施
養成講座受講生の継続的活動
支援をおこなった。

13

11

各地域に小さい拠点（居場所）づくりの推進

「街なかサロン事業」と連携し、市内の店舗や民家
等の一角を提供してもらい、談話コーナーやパソ
コンの設置等により、気楽に情報検索や語らえる
場づくりを検討する。
子どもに理解がある地域協力者を募り、家や部屋
開放など、地域の中に居場所づくりをすすめる。

新規

音楽練習室等活用の推進

音楽練習室の子どもによる利用を促進するととも
に、施設の拡充を引き続き検討する。

継続



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

0402 17

農業体験の拡充（再掲）

市内農業者の協力により、イベント等を通じて、土
とふれあいながら農家の人と一緒に作付けや収穫
などを体験できる機会を拡充する。

1-2-1
継続 産業振興課 実施

「親子で野菜づくりにチャレンジ」
事業を実施。栽培品目は、①か
ぶ　②ホウレンソウ。
(1)平成23年９月23日
　種まきを実施
(2)平成23年11月５・６・１９・26日
　収穫を実施
参加者は、親子20組46名。市内
産野菜の栽培を知り、子どもたち
が都市農業と触れ合う機会となっ
た。

0403 文化振興課 実施

市民まつり：都立保谷高校のボラ
ンティア参加、児童対象はしご車
体験、キックターゲット、キャラク
ターショーの実施等。参加者約
175,000人。
市民文化祭：碧山小学校、都立
保谷高校吹奏楽部の参加、筝曲
子ども向けﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ実施、総合
プログラムを小中学校の生徒へ
配布。参加者約16,800人。
どんど焼：明保中、保二小、上向
台小で実施。参加者約3,123人。

1604 図書館 実施

下保谷児童館・新町児童館との
共催おはなし会の継続
新町のお祭りへの会場提供
芝久保公民館まつり・谷戸公民
館まつりへの会場提供継続
田無公民館まつりへの参加
「第2期子ども読書活動推進計
画」周知のための行事「子どもの
本まつり～子どもと本をつなぐた
めに～」を実施し、約300名の参
加があった。

1603 公民館 実施

・主催講座の実施
「したのや縄文キッズくらぶ」「演
劇でコミュニケーション！」「フー
ドコーディネーターによる料理＆
食材レッスン」「模型飛行機をつ
くって飛ばしてみよう」「ハロウィン
人形を作って遊ぼう」「子ども料
理教室」「キッズ日本文化体験教
室」「科学の本とあそび講座」「身
近な材料を使ってペーパーグラ
イダーを飛ばそう」「手すきをして
和紙を作ろう」「くるくるまわるモー
ターを作ろう」「お手玉を作って遊
ぼう」「こえだ・木の実で森や林の
立体工作をしよう」「しかけ絵本の
立体工作」

0701
子育て支援
課

検討 検討

1602
スポーツ振
興課 実施

体育の日に市民スポーツまつり
を実施。
秋に少年野球大会、少年サッ
カー大会を実施。
9月に小学生ドッジボール大会3・
4年生大会、2月に小学生ドッヂ
ボール大会5・6年生大会を実
施。（スポーツ推進委員）
3月に小学生ミニバスケットボー
ル大会を実施。
7月・11月に少年サッカー教室、
11月に少年野球教室を実施。
（指定管理者）
その他各種教室を通年で実施。
（指定管理者）

18

子ども向けの芸術・文化・スポーツの振興

市民まつり、市民文化祭、市民スポーツまつり、地
域や社寺のまつり、各種施設の行事など、各種の
催しやイベントを通じて、子どもたちが芸術・文化・
スポーツなどに親しみ、体験できるよう、子ども向け
の企画・運営を充実する。

継続



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な
取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

2002
社会福祉協
議会

終了

0703
児童青少年
課

継続

児童館において中学生の職業体
験を受け入れた。
各青少年育成会の実施する「ど
んど焼き」等子どもたちが地域活
動体験が出来る場の支援を行っ
た。
育成会全体事業「歩け歩け会」
における中学・高校生ボランティ
ア参加の促進を図った。

1603 20

ものつくり体験の拡充

公民館での子ども向け事業に、子どもたちがもの
つくりを体験できる企画を拡充する。

継続 公民館 実施

・主催講座の実施
「したのや縄文キッズくらぶ」「模
型飛行機をつくって飛ばしてみよ
う」「ハロウィン人形を作って遊ぼ
う」「手すきをして和紙を作ろう」
「くるくるまわるモーターを作ろう」
「お手玉を作って遊ぼう」「こえ
だ・木の実で森や林の立体工作
をしよう」「しかけ絵本の立体工
作」

0403 文化振興課 実施
・11月5日にＮＰＯ企画提案事業
「ひょうたん島ワークショップ」を実
施

0701
子育て支援
課

検討 調査検討

0403 文化振興課
情報
収集

派遣先や交流のあり方について
各方面から情報収集を行った。

0701
子育て支援
課

検討 調査検討

0802
みどり公園
課

検討 検討

1602
スポーツ振
興課

実施
健康広場、芝久保運動場個人開
放事業（指定管理者）

0703
児童青少年
課

継続 特になし

23

身近にボール遊びのできる場所の検討

身近にある公園や広場、校庭などが子どもにとっ
て魅力的な場所になるよう、ミニバスケット、フットサ
ルなど、気軽にできるスポーツの場の設置を推進
する。

(再掲)4-4

22

青少年海外派遣事業の検討

青少年が世界に目を向け国際理解が進むように、
青少年海外派遣事業を検討する。

19

地域活動体験の拡充

青少年育成会等を通じて、子どもたちが地域の環
境美化や福祉等のボランティア活動に参加できる
機会を拡充する。
社会福祉協議会や地域の人材等と連携することに
より、児童・生徒が主体的に取り組むボランティア
活動を行い、人と関わる体験を深め、自主性・自
立性を高める。

各国の子どもが集える事業の検討

参加者の企画参加による、留学生と高校、大学、
社会人を対象とする「多文化交流キャンプ」の検討
と宿泊型キャンプ等を通じた国際理解の推進を図
る。
地域の人々と各国の子どもたちや子育て家庭が集
える祭り事業などを、既存のイベントの活用を図り
ながら検討する。

21

継続

新規

新規

継続



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－２集う・遊ぶ・学ぶ
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23年度

所管
課番
号
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継続/
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0302 管財課
実施
検討

 保谷庁舎については、子供が市
民広場の芝生で自由に遊べるよ
うになっている。
 田無庁舎については、昨年度と
同様に既存施設内に余剰スペー
スが無いためスペースの確保、
設置時の執務室等への影響等
の検討を継続した。

0403 文化振興課 実施

・芝久保地区会館：児童館併設
・東伏見コミュニティセンター：子
どもが集まる場として館が機能
・コール田無：ピッコロ広場併設
・西東京市民会館：夏季期間、学
生に向けた学習室の拡大開放
・保谷こもれびホール：公演時に
おける保育機能あり

1603 公民館 実施
ロビーを自由に使って、子供同
士の歓談や自主学習等は、既に
行われている。

1999 関係各課

1602 25

「総合型地域スポーツクラブ」事業の推進

子どもたちが放課後や休日に、公共施設や学校
施設等でスポーツを楽しめるよう、「総合型地域ス
ポーツクラブ」事業を推進する。

継続
スポーツ振
興課

継続

補助金の交付や、市報を通じて
クラブの事業をＰＲするなど、クラ
ブの活動支援を実施。

24

おとな利用が中心となる施設に子どもの遊び場併
設の検討

おとな利用が中心となる公共施設に、子どもの遊
び場の併設を検討する。

新規



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－３子どもと情報
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

701
子育て支援
課

検討 検討

1603 公民館
調査検
討

地域情報の発信と紙面づくりに
参画できる双方向性を重視した
編集を検討している。
職場体験の中学生が公民館だよ
りの取材やレイアウト会議に参加
した。

1604 図書館
継続
実施

既存事業の継続的な実施。
中高生世代との共同編集事前説
明会議2回と共同編集会議6回を
実施して、広報誌を3回発行し
た。

0103 秘書広報課 継続

担当課より子ども向け原稿の依
頼があった場合は、事業写真や
イラスト等を使い子どもたちの目
に付くような紙面を心がける。
ホームページでは、前年に引き
続き夏休みの時期に「夏休み子
ども向けイベント情報」を設置、夏
休み特集コーナーを作成し、バ
ナーを掲載する。

1999 関係各課

0103 秘書広報課 継続

ホームページでは、前年に引き
続き夏休みの時期に「夏休み子
ども向けイベント情報」を設置、夏
休み特集コーナーを作成し、バ
ナーを掲載する。

1501 教育企画課 継続

小・中学校の児童・生徒向けの
広報紙を発行するよう継続して予
算化し、市立学校の１年間の取
組を掲載した『西東京の教育第
52号』を３月15日に発行した。ま
た、子ども記者コーナーを年度
内発行の『西東京の教育』48号
から51号まで連続して掲載、中
学生の取材・執筆による自然・環
境をテーマにした記事を掲載し
た。

1503 教育指導課 実施

・平成２３年度中に学校ホーム
ページシステムを再構築し、学校
に関する情報をより迅速にわかり
やすく提供できるようにした。
・教員研修において引き続き「情
報モラル教育」に関する研修を
実施し、授業実践できるようにス
キルアップも含めて教員の資質
向上に努めた。

0701
子育て支援
課

調査
検討

調査検討

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

1
重-2

子ども参画による広報紙づくりの検討

公民館、図書館などの広報紙の取材や紙面づくり
への子ども参加を検討する。

3

2
重-4

子ども向け情報提供方法の検討

西東京市のホームページ等とリンクした子ども向け
ホームページの充実や、子どもへの広報を拡充す
る。
インターネット等で子ども向け情報を子どもたちが
収集しやすいように、学校など子どもの身近な場
所にパソコンを設置するように努める

新規

市報や市のホームページの子ども向け情報の充
実

子どもにとって読みやすい市報づくりと子ども向け
情報の充実、さらには市のホームページの「キッズ
ページ」を拡充する。

継続

継続



１　子ども参加

１－2子ども自身の参画への支援

１－２－３子どもと情報
22.4月組
織改正

23年度

所管
課番
号

番号 施策・事業名及び内容
継続/
新規

担当課 実績
具体的な

取り組み内容

子育て支援計画（平成22～26年度）進捗状況調査票

1503 4

情報化社会に対応した子どものためのメディアリ
テラシー教育の推進

教科の学習や総合的な学習の時間でのコン
ピュータの活用など、多様な情報機器を活用した
学習を推進するとともに、子どもと青少年が各年齢
層に見合った方法で必要な情報に適切にアクセ
ス・発信できるように、その成長発達段階に応じた
メディアリテラシーの育成を推進する。

(再掲)4-3

継続 教育指導課 実施

・情報教育担当者連絡会を年間
２回実施し、情報教育の充実を
図る。また、引き続き調べ学習や
総合的な学習の時間では、各学
校の指導計画に従って、コンピュ
－タを活用して指導を実施した。
・各学校の実態に応じて、情報教
育年間指導計画に基づいてメ
ディアリテラシ－の育成を図るた
めに計画・指導の改善充実を
図った。

0403 文化振興課 実施

平易な日本語及び英語・中国
語・ハングルによる生活便利帳を
発行した。2,000部。
市報から必要な情報を抜粋し、
平易な日本語及び英語・中国
語・ハングルで毎月1回「くらしの
情報」を発行した。毎月560部。

1999 関係各課

1503
6
重-4

教育指導課
調査検
討

引き続き、有害情報に関する指
導内容や指導方法等について
先行実施している取組・実践を
調査研究し、本市における実施
に向けて方向性を検討した。

0703
6
重-4

児童青少年
課

継続
東京都が作成している「ファミリｅ
ルール講座」のリーフレットを窓
口に置き啓発した。

5
重-4

すべての子どもに必要な情報を届けるしくみの整
備

日本語を母語としない子どもや、障害のある子ども
が必要な情報にアクセスしやすい方法やしくみに
ついて検討する。

新規

有害情報からの子どもの保護

有害情報から子どもを保護するための方策やシス
テムを検討する。

新規


